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10 地点のデータによる調査結果である．（図 2 参
照）
　また，気象庁が公表した「異常気象レポート


































図 2  日降水量 100mm 以上の日数の経年変化（九州・山
口県平均）平均）
特  集　佐賀低平地の水害















































図 4　熱帯低気圧の強度（横軸：海上 / 地上の最大風速）
別に示した熱帯低気圧の年平均出現数の頻度分布
実線は現在気候再現実験、破線は温暖化予測実験を示
す。強度は、全球を対象として出現した各熱帯低気圧
について風速が最大になった時点で求めた。Oouchi et 
al.（2005）
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がある．これにより，これまでの想定を越えた大
規模浸水に見舞われる日が来るかもしれない．そ
の時に備え，低平地に住む佐賀県民は，防災気象
情報をはじめ，ハザードマップ等あらゆる防災情
報を入手し，自ら適切な安全確保行動を判断でき
るよう日頃から備えておく必要がある．住民自ら
が，自身と家族の命は自分が守るとの強い意識を
持ち，日頃から準備しておくことが，いざという
時に命を守る第一歩となる．合わせて，TV，ラ
ジオ，スマートフォン，インターネット等，高度
に発達した情報化社会に住む私たちだが，大規模
災害からの避難を考える時，地域住民同士の心の
繋がりを背景にした共助が不可欠であることも忘
れてはならない．
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